
16.9

26.8

18.0

12.0

56.8

52.5

58.6

57.0

19.4

12.6

15.1

25.5

6.9

8.0

8.1

5.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全体

18～39歳

40～59歳

60歳以上

良かったと思う おおむね良かったと思う

あまり良くなかったと思う 良くなかったと思う

※本市が進めるコンパクトなまちづくりを知っていて、内容を理解されている方の評価

■取組み全体の評価
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まちづくりに関する市民アンケート調査 （概要版）

＜市民アンケート調査の主な結果＞

回答数２４０８人 配布数6０００人 回収率４０．１％
令和６年１月に実施
抽出方法：地域別で一定程度の回答を得る配布数を整理し、無作為で抽出
集計方法：総数結果は各地域の人口総量に対する重みづけ係数を乗した値で集計、地域別結果は単純集計

② コンパクトなまちづくりの市民評価 全体の７割近くが
良かったと評価

・本市のコンパクトなまちづくりに対する市民の評価は全体で７割が良かったと評価し、若い世代では８
割近くが評価していることから、人口減少に対応した次世代につなぐまちづくりを進めるため、引き続き
コンパクトなまちづくりに取り組むことが必要

① 回答の属性

1.2%

6.9%

13.4%

14.4%

17.9%

21.7%

23.5%

1.0%
年齢

18～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

7.6%

43.3%27.3%

17.6%

4.3%
居住エリア

まちなか

公共交通の沿線

上記以外の市街地

郊外や中山間地域

無回答

10.6%

26.1%
50.4%

10.7%

1.5%

0.8%
世帯の状況

ひとり暮らし

夫婦のみ

二世代の世帯

三世代の世帯

その他

無回答

・多くの年代や地域から幅広く回答を得ることができた
・住まい方としても二世代での世帯が半数を占めている

若い世代ほど評
価が高く、８割近
くの市民が良
かったと評価

①

8% ②

6%
③

7%

④

7%

⑤

7%
⑥

8%

⑦

7%⑧

7%

⑨

8%

⑩

7%

⑪

8%

⑫

8%

⑬

4%

⑭

5%

⑮

3%

居住地 ①富山中央
②富山北部
③和合
④呉羽
⑤富山西部
⑥富山南部
⑦富山東部
⑧水橋
⑨大沢野
⑩大山
⑪八尾
⑫婦中
⑬山田
⑭細入
⑮無回答

③ まちづくりに対する市民の意識

■これからのまちづくりで特に取り組むべきこと

4%
16%
17%
19%
19%
20%
21%
21%
22%
23%

27%
28%

34%
41%

46%
47%
49%

60%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

その他
産業集積の維持や活性化

道路の整備
郊外の大規模集客施設の維持や活性化

魅力ある景観の保全
無秩序な市街地開発の抑制

みどりの維持や利活用
地域コミュニティの活性化

レクリエーション空間の整備
新たな産業・ビジネスの創出
新たな交通サービスの創出

中心市街地の活性化・にぎわい創出
インフラや公共施設の維持管理

災害対策事業の推進
日常生活に必要なサービスの充実

福祉機能の維持や充実
空き家や空き地の利活用や適正な保全

公共交通の活性化【第１位】
【第2位】

55.4

63.5

59.4

50.0 55.0 60.0 65.0 70.0

18～39歳

40～59歳

60歳以上

年齢別

59.4

68.2

50.0 55.0 60.0 65.0 70.0

持っている

持っていない★

運転免許証の状況別

59.0

60.7

65.5

50.0 55.0 60.0 65.0 70.0

専用・家族所有(自分も運転)

家族所有（自分は運転無）★

所有していない★

自家用車所有の状況別

47.3

61.4

60.6

62.5

40.0 50.0 60.0 70.0

まちなか

公共交通の沿線

上記以外の市街地

郊外や中山間地域

居住エリア別

■公共交通の活性化を求める市民

現状の生活を支え
るサービスや安全
対策への取組みが
求められている

・“40歳以上”“居住エリアがまちなか以外”“運転免許証を持っていない”、“自家用車を持っていない”市
民において「そう思う」の割合が高い傾向にあり、現在や将来の移動に対する不安から公共交通の活性化
が求められている

45.1

51.1

45.2

49.6

40.0 45.0 50.0 55.0 60.0

まちなか

公共交通の沿線

上記以外の市街地

郊外や中山間地域

居住エリア別

■空き家や空き地の適正な保全を求める市民

・既成市街地を抱える公共交通の沿線と人口減
少が進む郊外や中山間地域といったエリアの市
民が、より空き家や空き地の適正な保全を求め
ている
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30.3 42.9 18.2 8.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

市内（まちなか） 市内（公共交通の沿線） 市内（まちなか・公共交通沿線以外の市街地） 市内（郊外や中山間地域）

④ 居住地選択に関する意識の変化

・市内で住み替えする場合には７割以上の市民がまちなかや公共交通の沿線を選択する傾向が生まれ
ており、「コンパクトなまちづくりの内容を知っていた人」や今後高齢者となっていく「４０～５０代」が多
い傾向
・また、現在、既にまちなかや公共交通の沿線に居住する市民は、そのほとんどが住み替える場合には、
再びまちなかや公共交通の沿線を選択する意識がある傾向

73.2％ 26.9％

22.8

39.3

23.5

44.1

36.5

46.9

25.1

16.3

18.9

7.7

8.0

11.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

18～39歳

40～59歳

60歳以上

（年齢別）

38.1

21.9

41.9

41.8

13.6

25.1

6.4

11.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

知っていた

知らなかった

（コンパクトなまちづくりの認知度別）

79.9

28.8

22.3

15.7

20.1

56.4

37.5

34.3

11.2

33.3

22.0

6.5

28.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

まちなか

公共交通の沿線

上記以外の市街地

郊外や中山間地域

（居住エリア別）

■市内で住み替えする場合の居住地選択の意識

⑤ 市民の生活行動

■市民の生活行動の範囲（１４地域別）

・ほとんどの地域は主に通勤通学の場面におい
て富山駅などがある富山中央との移動がある

・また大規模集客施設がある婦中地域に対しても
周辺の多くの地域から移動がある

・市民生活において密接につながっている地域同
士もあり、「細入・大沢野」、「婦中・八尾・山田」、
「大山・富山南部」、「和合・富山北部」はまとまっ
たエリアだといえる

■実店舗以外の生活サービスの利用状況

12.9

9.8

45.8

36.4

15.6

26.9

31.9

26.1

11.2

19.4

53.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

18～39歳

40～59歳

60歳以上

(%)

週に５回以上 週に２～３回程度 週に１回程度
月に１～２回程度 年に数回程度 利用していない

■ネットショッピングの年齢別頻度

2.1%

35.4%

68.0%

97.9%

64.6%

32.0%

0.0% 50.0% 100.0%

移動スーパー

宅配サービス

ネットショッピングなど

(%)

利用している 利用していない

・インターネットの普及などにより、実店舗以外のサービスを利用する市民も増え、特にネットショッピン
グは７割近くの市民が利用しており、若い世代の利用は９割近い
・実店舗と比べ、「価格が安い」「品揃えが良い」「重いものも手軽に購入できる」などの利点があり利用
している傾向



68.6%

49.1%

47.4%

41.4%

41.2%

25.9%

24.8%

22.4%

19.7%

12.9%

11.7%

11.4%

7.8%

7.5%

5.7%

5.6%

食料品や日用品の買い物場所（スーパー等）

診療所や病院などの医療施設

銀行や郵便局、JAなどの金融施設

飲食店（レストラン、カフェ、居酒屋等）

衣類や本、雑貨等の買い物場所

公園や広場

地区センターなどの行政窓口

図書館分館などの身近な文化施設

小学校や中学校などの義務教育施設

通所介護施設や通所リハビリ施設等の社会福祉施設

こども園や児童館、子育て支援センターなどの子育て施設

塾や各種教室などの習い事施設

その他

コミュニティ活動ができる公民館

家庭菜園などができる農地や農園

自宅や会社ではない働く場所（コワーキングスペースなど）

0.0% 50.0% 100.0%

商業

生活

余暇

子育て・福祉

就業・就学

趣味・学習

商業

生活

余暇

・住まいの周辺にはスーパー等の日常的な買い物場所が最も高く、次いで医療・金融と生活に必
要な機能のニーズが高い傾向
・一方、中心市街地などの拠点には商業や余暇、生活、子育てなどの多様な機能のニーズがある
・住まいの周辺と中心市街地や拠点はその求められる役割が異なっている

3

⑥ 市民が求める都市の機能

43.8%

38.9%

37.0%

35.7%

35.2%

33.0%

30.3%

29.7%

16.9%

9.9%

9.7%

8.6%

7.5%

7.0%

5.8%

3.7%

飲食店（レストラン、カフェ、居酒屋等）

食料品や日用品の買い物場所（スーパー等）

衣類や本、雑貨等の買い物場所

図書館や美術館、映画館などの文化施設

総合病院などの医療施設

銀行や郵便局、JAなどの金融施設

行政センターなどの主要な行政窓口

イベントなどが行われる大きな公園や広場

スポーツ大会などが開かれる体育施設

こども園や児童館、子育て支援センターなどの子育て施設

通所介護施設や通所リハビリ施設等の社会福祉施設

演奏や演劇などの練習ができるスタジオ や稽古場

塾や各種教室などの習い事施設

その他

自宅や会社ではない働く場所（コワーキングスペースなど）

工場や事務所などの就業施設

0.0% 50.0% 100.0%

商業

生活

余暇

子育て・福祉

就業

趣味・学習

■自宅から歩いて暮らせる範囲にあってほしい機能

■中心市街地や拠点にあってほしい機能

⑦ コミュニティ活動への参加意識

■現在の参加状況

9.8%

16.5%

12.7%61.0%

0.9%

定期的に参加している

ときどき参加している

あまり参加していない

参加していない

その他

■（人口減少などの課題認識の上での）将来の参加意向

・現状のコミュニティ活動への参加は約１／４にとどまり、年齢別では特に４０歳未満の若い世代は低い
傾向
・一方、人口減少などの課題認識の上では、半数以上が「参加したい」との意向があり、年齢別にみても
年齢層が高い世代で参加の意向割合が多い傾向にあるが、４０歳未満の若い世代においても約半数程
度の市民に参加の意向が生まれ、現状に比べて36.8ポイントの増加と他の世代に比べて多い傾向

9.0

13.8

8.7

17.2

19.4

9.1

15.8

11.8

79.8

57.2

53.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

18～39歳

40～59歳

60歳以上

(%)（年代別）

定期的に参加している ときどき参加している
あまり参加していない 参加していない
その他

6.0

7.2

10.7

41.9

46.2

46.3

26.6

25.0

24.4

23.2

17.9

14.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

18～39歳

40～59歳

60歳以上

(%)(年代別）

定期的に参加したい ときどき参加したい
あまり参加したくない 参加したくない
その他

人口減少などの

将来の課題を情報提供


